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【食道癌】の【治療】のため、当院に入院・通院された患者さん

の【診療情報】を用いた医学系研究に対するご協力のお願い 

 

研究責任者  所属 外科学（一般・消化器） 職名 准教授   

氏名   川久保 博文            

連絡先電話番号  03-5363-3802        

実務責任者  所属 外科学（一般・消化器） 職名 准教授  

氏名   川久保 博文             

連絡先電話番号  03-5363-3802      

 

 

このたび当院では、上記のご病気で入院・通院された患者さんの【診療情報】を用いた下記の医

学系研究を、医学部倫理委員会の承認ならびに病院長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守し

て実施しますので、ご協力をお願いいたします。 

この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプ

ライバシー保護については最善を尽くします。 

本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先まで

お申し出下さいますようお願いいたします。 

 

１ 対象となる方 

西暦 2014 年 1 月 1 日より 2018 年 12 月 31 日までの間に、【一般・消化器外科】に【食

道癌】の【治療】のため【入院・通院】し、【診療】を受けた方 

 

２ 研究課題名 

承認番号 20130407 

研究課題名 食道癌におけるフィブリノゲンとアルブミンの予後予測因子としての有用性に関

する多施設共同前向き観察研究 

 

３ 研究実施機関 

代表研究機関                        研究代表者 

慶應義塾大学医学部【外科学教室（一般・消化器）】 

慶應義塾大学病院【一般・消化器外科】            川久保 博文 

 

・共同研究機関と研究責任者は文書の最後に載せています。（添付資料-1） 
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４ 本研究の意義、目的、方法 

   食道癌に対しては現在、手術の他、内視鏡治療・化学療法・放射線療法を組み合わせること

で治療成績の向上が見込まれています。しかし、その中でも治療後に再発する場合があり、そ

の危険性が高い方を事前に特定することで、追加治療などによる再発予防につなげることが必

要であると私たちは考えております。 

当科では、これまで血液中の凝固因子（血液を固める成分）の一つであるフィブリノゲンと

いうたんぱく質に注目し、がんの再発との関連を明らかにしてきました。また、栄養状態の指

標であるアルブミンというたんぱく質も同様に、がんの再発との関連が報告されています。 

そこで、今回我々は、フィブリノゲンとアルブミンを組み合わせることで、新たな再発予測

システムを確立しその有用性をあきらかにすることと致しました。これから当院で治療をお受

けになる患者さんのデータを集積し、治療後の経過を追跡させていただくことを予定していま

す。 

   なお、本研究は、慶應義塾大学病院とその関連医療機関による多施設共同研究です。 

 

５ 協力をお願いする内容 

    本調査におきましては、対象となる方の血液検査所見（フィブリノゲン値、アルブミン値）

に加えて、治療前の悪性腫瘍の状態、治療の内容、治療後の経過に関しまして診療録などの記

録を参考に調査致します。 従いまして、皆様に新たなご負担をおかけすることはありません。 

 

６ 本研究の実施期間 

西暦 2014 年 1 月 27 日～2024 年１月 31 日（予定） 

 

７ プライバシーの保護について 

1) 本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、【氏名および患者番号】のみです。その他の個人

情報（住所、電話番号など）は一切取り扱いません。 

2) 本研究で取り扱う患者さんの【診療情報）】は、個人情報をすべて削除し、第３者にはどな

たのものか一切わからない形で使用します。 

3) 患者さんの個人情報と、匿名化した【診療情報】を結びつける情報（連結情報）は、本研

究の個人情報管理者が研究終了まで厳重に管理し、研究の実施に必要な場合のみに参照し

ます。また研究計画書に記載された所定の時点で完全に抹消し、破棄します。 

4) なお連結情報は当院内のみで管理し、他の共同研究機関等には一切公開いたしません。 

 

８ お問い合わせ 

本研究に関する質問や確認のご依頼は、下記へご連絡下さい。 

 

また本研究の対象となる方またはその代理人（ご本人より本研究に関する委任を受けた方な

ど）より、【試料・情報の利用や他の研究機関への提供】の停止を求める旨のお申し出があった

場合は、適切な措置を行いますので、その場合も下記へのご連絡をお願いいたします。 
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  住所：〒160-8582   東京都新宿区信濃町 35 番地 

  電話： 03-5363-3802 

  担当者：慶應義塾大学医学部外科学教室（一般・消化器）  川久保 博文 

 
以上 
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＜添付資料-1＞ 

 

共同研究機関            研究責任者 

済生会宇都宮病院                 木全 大 

済生会横浜市東部病院               江川 智久 

国立病院機構東京医療センター           徳山 丞 

国際親善総合病院                 冨田 眞人 

さいたま市立病院                 岡本 信彦 

水戸赤十字病院                  清水 芳政 

永寿総合病院                   前田 真悟 

埼玉メディカルセンター              吉水 信就 

日本鋼管病院                   小熊 潤也 

共済立川病院                   田渕 悟 

稲城市立病院                   中村 哲也 

多摩丘陵病院                   安藤 崇史 

那須赤十字病院                  五十嵐 高広 

浜松赤十字病院                  伊藤 亮 

国立病院機構埼玉病院               津和野 伸一 

荻窪病院                     吉川 貴久 

国立病院機構栃木医療センター           尾曲 健司 

佐野厚生総合病院                 迫 裕之 

済生会中央病院                  西 知彦 

けいゆう病院                   冠城 拓示 

川崎市立川崎病院                 田中 求 

静岡赤十字病院                  石井 賢二郎 

日野市立病院                   内 雄介 

東京歯科大学市川総合病院             小倉 正治 

伊勢原協同病院                  高橋 剛志 

 
 
 
 
 
 

 
 

 


